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令和６年度涌谷町公営企業会計決算審査意見書 

 地方公営企業法第３０条第２項の規定により、審査に付された令和６年度涌谷町水道

事業会計決算、令和６年度涌谷町下水道事業会計決算、令和６年度涌谷町国民健康保険

病院事業会計決算、令和６年度涌谷町老人保健施設事業会計決算及び令和６年度涌谷町

訪問看護ステーション事業会計決算の証書類、報告書、損益計算書、剰余金計算書、剰

余金処分計算書、欠損金処分計算書及び貸借対照表を審査したので、次のとおり意見を

提出します。 
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１ 審査の対象 

 （１）令和６年度 涌谷町水道事業会計決算 

 （２）令和６年度 涌谷町下水道事業会計決算 

 （３）令和６年度 涌谷町国民健康保険病院事業会計決算 

 （４）令和６年度 涌谷町老人保健施設事業会計決算 

 （５）令和６年度 涌谷町訪問看護ステーション事業会計決算 

 

２ 審査の期間 

  令和７年６月２３日から８月１２日まで（うちヒアリング期間２日間） 

 

３ 審査の手続 

  令和７年６月２日、審査に付された令和６年度決算書類及び事業並びに経営状況が

適正であるかどうかを審査するため、事業実施状況、財政関係諸帳票、証拠書類等を

精査し、必要と思われる諸資料を提出させ、責任者より聴取するとともに、町の監査

基準に基づき、下記の点に重点を置き、通常行われる審査手続きで実施した。 

 

４ 審査の重点事項 

 （１）水道事業会計 

  ア 給水状況 

  イ 工事の概要 

  ウ 収支の状況 

 （２）下水道事業会計 

  ア 処理状況 

  イ 工事の概要 

  ウ 収支の状況 

 （３）国民健康保険病院事業会計 

  ア 患者数の動向 

  イ 収益的収入及び支出 

  ウ 資本的収入及び支出 

  エ 従事職員体制 

  オ 経営分析等 

カ 補助金、負担金 

  キ 貯蔵品及び備品 

 （４）老人保健施設事業会計 

  ア 利用者の動向 

  イ 収益的収入及び支出 

ウ 資本的収入及び支出 

エ 従事職員体制 

オ 経営分析等 
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 （５）訪問看護ステーション事業会計 

  ア 利用者の動向 

イ 収益的収入及び支出 

  ウ 従事職員体制 

  エ 経営分析等 

 

５ 審査の結果 

  審査に付された決算報告書、財務諸表、事業報告書及び付属明細書は、関係法令に

準拠して作成されており、当事業の当年度の経営成績及び当年度末現在の財政状態を

適正に表示しているものと認められた。 

 

６ 決算の概要 

（１）水道事業会計 

  ア 給水状況 

当年度末における給水人口については、１３，７９４人（前年度比３２１人、

２．３％減）、給水戸数は５，８９４戸（前年度比３３戸、０．６％減）、年間

配水量は、１，５１５，５５１㎥（前年度比９，８９２㎥、０．７％増）であっ

た。年間有収水量については、１，２１４，９９８㎥（前年度比１８，４４５㎥、

１．５％減）であり、有収率は、前年度比１．７ポイント減の８０．２％となっ

た。 

当年度の１㎥当たりの供給単価は、２９７円４５銭（前年度比 1 円３６銭増）

で、１㎥当たりの給水原価は、２８０円７８銭（前年度比１０円２６銭増）とな

り、供給単価との差額は、１６円６７銭の黒字供給であった。 

 

○業務量                                表 １ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

増減率（％）

行 政 区 域 内 人 口 14,851 人 14,480 人 14,159 人 △ 321 人 △ 2.2

年 度 末 給 水 人 口 14,491 人 14,115 人 13,794 人 △ 321 人 △ 2.3

年 度 末 給 水 戸 数 5,996 戸 5,927 戸 5,894 戸 △ 33 戸 △ 0.6

年 間 配 水 量 1,523,706 ㎥　 1,505,659 ㎥　 1,515,551 ㎥　 9,892 ㎥ 0.7

年 間 有 収 水 量 1,241,673 ㎥　 1,233,443 ㎥　 1,214,998 ㎥　 △ 18,445 ㎥ △ 1.5

有 収 率 81.5 ％ 81.9 ％ 80.2 ％ △ 1.7 ﾎﾟｲﾝﾄ -

１ 日 平 均 配 水 量 4,175 ㎥　 4,114 ㎥　 4,152 ㎥　 38 ㎥ 0.9

１日平均有収水量 3,402 ㎥　 3,370 ㎥　 3,329 ㎥　 △ 41 ㎥ △ 1.2

１ 日 最 大 配 水 量 4,643 ㎥　 4,761 ㎥　 4,644 ㎥　 △ 117 ㎥ △ 2.5

新 設 給 水 工 事 88 件 39 件 41 件 2 件 5.1

比　　　　較

増　　減

　　　　　　年度
項目

令和４年度 令和５年度 令和６年度
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○水道単価の推移                              表 ２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 工事の概要 

老朽管更新事業として、六軒町裏地内ほか８路線の配水管布設替工事を６４，

８６９千円で行い、第二水源及び猿手山地内のポンプ交換工事を２１，７２５千

円で行った。 

 

ウ 収支の状況 

令和６年度の事業収益は、営業収益３６６，６８２千円（対前年度比６，４４

７千円、１．７％減）、営業外収益３９，６３１千円（対前年度比１３，５５２

千円、５２．０％増）の計４０６，３１３千円（対前年度比８９１千円、０．

２％減）であった。なお、そのうち給水収益は、３６１，４０３千円で、水道事

業収益の８８．９％（前年度より０．８ポイント減）を占めた。 

費用については、営業費用３５９，９６４千円（対前年度比６，０９８千円、

１．７％増）、営業外費用７，３７９千円（対前年度比４８９千円、６．２％減）

で計３６７，３４３千円（対前年度比５，６０９千円、１．６％増）であった。 

このうち、受託工事費等を除く総括費用は３４１，１４９千円（対前年度比７，

４７７千円、２．２％増）であった。 

当年度の純利益は、３８，９７０千円の計上となり、前年度に比べて６，５０

１千円、１４．３％の減であった。 

資本的収支については、収入は２６，０７９千円（うち仮受消費税２１３千

円）、支出については１３２，６０５千円（うち仮払消費税７，８７２千円）で、

収支不足額１０６，５２６千円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調

整額７，６５９千円、減債積立金４５，０００千円、過年度分損益勘定留保資金

１６，３５５千円、当年度分損益勘定留保資金３７，５１２千円で補塡した。 

なお、事業収支の状況、経営分析等は、表３から表９のとおりである。 

 

 

 

（１㎥当たり）

１ 供 給 単 価 291円88銭 296円9銭 297円45銭  1円36銭

２ 給 水 原 価 273円80銭 270円52銭 280円78銭 10円26銭

３ １－２ = 差額 18円8銭 25円57銭 16円67銭 －

令和５年度 令和６年度 前年度との比較
　　　　　年度
　項目

令和４年度

供給単価　＝ 361,403,042 円 ＝ 297円45銭
1,214,998 ㎥

給水原価　＝ 341,149,211 円

1,214,998 ㎥

給　水　収　益
有　収　水　量

総費用-受託工事費-特別損失

-長期前受金戻入

有　収　水　量
＝ 280円78銭
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○事業収入に関する事項                           表 ３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○事業費に関する事項                             表 ４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

 

 

○経営指標の推移                              表 ５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

増　　減 増減率（％）

営 業 収 益 368,566,245 373,129,042 366,681,978 △ 6,447,064 △ 1.7

営 業 外 収 益 25,682,999 26,078,437 39,630,934 13,552,497 52.0

特 別 利 益 0 7,996,911 0 △ 7,996,911 皆減

収 益 合 計 394,249,244 407,204,390 406,312,912 △ 891,478 △ 0.2

う ち 給 水 収 益 362,420,896 365,206,769 361,403,042 △ 3,803,727 △ 1.0

（単位：円）
比　　　　　較

令和６年度
　　　　　　年度
項目

令和４年度 令和５年度

増　　減 増減率（％）

営 業 費 用 353,938,885 353,865,572 359,964,240 6,098,668 1.7

営 業 外 費 用 11,147,035 7,867,937 7,378,628 △ 489,309 △ 6.2

特 別 損 失 0 0 0 0 －

費 用 合 計 365,085,920 361,733,509 367,342,868 5,609,359 1.6

う ち 総 括 費 用 339,973,573 333,672,626 341,149,211 7,476,585 2.2

当　年　度　損　益 29,163,324 45,470,881 38,970,044 △ 6,500,837 △ 14.3

（単位：円）

令和６年度令和５年度
比　　　　　較　　　　　　年度

項目
令和４年度

現年度収入額(388,491千円)

 給水収益(調定額）（397,543千円)

（現年度収入額及び給水収益は税込額）

○収 納 率　＝ ×100＝ 97.7%

同 規 模

団体指標

※同規模団体指標の数値は、令和５年度水道事業経営指標による全国の平均値（給水人口１万人
以上１万５千人未満）

有形固定資産

減価償却率

有形固定資産減価償却累計額

×100 48.53 49.84 51.05 52.27有形固定資産のうち

償却対象資産の帳簿原価

106.60 109.45 105.94 90.66
料  金
回収率

給水収益
×100

費用合計-長期前受金戻入

経常収
支比率

営業収益＋営業外収益
×100

営業費用＋営業外費用
108.00 110.36 110.61 105.97

（単位：％）

　　　　　　　　　　　　　　　　年　度
項　目

令和４年度 令和５年度 令和６年度
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○財務分析                                 表 ６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○支払利息の状況                              表 ７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○企業債の状況                               表 ８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○年度毎企業債償還金の状況                         表 ９ 

 

 

 

 

 

 

＊令和７年度以降は見込み 

 

【意 見】 

① 令和６年度においても大規模な漏水が発生したことにより、有収率は前年度と

比較して１．７％の減となり改善が図れなかった。漏水は施設の老朽化等の影響

同 規 模

団体指標

自 己 資 本 資 本 金 ＋ 剰 余 金 ＋ 繰 延 収 益

構 成 比 率 負 債 資 本 合 計

固 定 資 産 対 固 定 資 産

長期資本比率 資本金＋剰余金＋固定負債＋繰延収益

流 動 資 産

流 動 負 債

（単位：％）

　　　　　　　　　　　　　　　年 度
項 目

令和４年度 令和５年度

×100 71.0

×100 89.1 88.0 88.987.3

378.9流 動 比 率 ×100 545.8

令和６年度

77.4

470.0 504.3

76.0 76.6

（単位：千円）

総　　費　　用（Ａ） 365,086 361,734 367,343

支　払　利　息（Ｂ） 8,441 7,868 7,376

（Ｂ）÷（Ａ）×１００ 2.3% 2.2% 2.0%

　　　　　　　　年　度
　項　目

令和６年度令和４年度 令和５年度

（単位：千円）

元　　金 45,788 45,974 45,455 45,519 44,440 41,993

利　　息 7,867 7,376 7,040 6,326 5,642 5,010

計 53,655 53,350 52,495 51,845 50,082 47,003

　　 　年度
項目

令和１０年度令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

（単位：％）

企業債償還元金

給 水 収 益

企 業 債 利 息

給 水 収 益

企業債元金利息

給 水 収 益

×１００

×１００

2.2 3.32.12.6

14.814.6 15.4 14.7 24.4

令和５年度
同規模

団体指標

12.0 13.1 12.5 21.1

令和６年度

12.7

　　　　　　　　  年　度
 項　目 令和３年度

×１００

2.3

令和４年度
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によるものと思われるが、漏水箇所の特定及び修理まで時間を要したことから減

の要因になったとのことである。ただ、令和６年度に人工衛星画像による漏水調

査業務を実施したことにより、路面音調調査ができない箇所の漏水発見にも至っ

ており、今後の技術・精度の向上に期待できるということなので、漏水の早期発

見や管路更新を着実に進めることで有収率を向上させていくことを期待したい。 

 

② 人口減少に合わせて給水人口も減少しており、このままいくと事業が困難にな

る可能性もあることから、事務の効率化や料金の見直し、県や関係機関との広域

連携を可能な限り進める等、持続可能な事業及び安全安心な飲料水の供給に努力

されることを望む。 

 

 （２）下水道事業会計 

  ア 処理状況  

当年度末における総接続戸数は、２，２８９戸（公共下水道１，９６２戸、農

集排３２７戸）で、対前年度比２６戸（１．１％）増、総処理水量については、

６２３，１０３㎥（公共下水道５２７，３１３㎥、農集排９５，７９０㎥）で、

対前年度比１４，８７７㎥（２．３％）減、総有収水量については、５７６，５

７６㎥（公共下水道４８７，１０１㎥、農集排８９，４７５㎥）で、対前年度比

１９，６６７㎥（３．３％）減、有収率は、対前年度比１．０ポイント減の９２．

５％となった。 

 

○業務量                                 表 １０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

増減率（％）

公 共 下 水 道
処 理 区 域 内 人 口

6,759 人 6,643 人 6,518 人 △ 125 人 △ 1.9

公 共 下 水 道
接 続 人 口

4,734 人 4,699 人 4,702 人 3 人 0.1

公 共 下 水 道
接 続 戸 数

1,942 戸 1,938 戸 1,962 戸 24 戸 1.2

年 間 総 処 理 水 量 567,842 ㎥　 540,919 ㎥　 527,313 ㎥　 △ 13,606 ㎥ △ 2.5

年 間 有 収 水 量 503,749 ㎥　 505,549 ㎥　 487,101 ㎥　 △ 18,448 ㎥ △ 3.6

有 収 率 88.7 ％ 93.5 ％ 92.4 ％ △ 1.1 ﾎﾟｲﾝﾄ -

農 集 排
処 理 区 域 内 人 口

1,824 人 1,767 人 1,718 人 △ 49 人 △ 2.8

農 集 排
接 続 人 口

1,145 人 1,111 人 1,091 人 △ 20 人 △ 1.8

農 集 排
接 続 戸 数

327 戸 325 戸 327 戸 2 戸 0.6

年 間 総 処 理 水 量 96,902 ㎥　 97,061 ㎥　 95,790 ㎥　 △ 1,271 ㎥ △ 1.3

年 間 有 収 水 量 92,479 ㎥　 90,694 ㎥　 89,475 ㎥　 △ 1,219 ㎥ △ 1.3

有 収 率 95.4 ％ 93.4 ％ 93.4 ％ 0.0 ﾎﾟｲﾝﾄ -

比　　　　較
増　　減

事　項 令和５年度 令和６年度令和４年度
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イ 工事の概要 

   【公共雨水事業】 

江合川右岸第３排水区雨水排水路整備工事を２８，２２８千円で実施した。 

【公共汚水事業】 

涌谷浄化センター電気設備更新工事等を６５，９２０千円、マンホールポン

プ場更新工事等を８，２５０千円、公共下水道管路台帳デジタル化業務を２０，

０４５千円で実施した。 

【農集排事業】 

箟岳中央地区処理施設更新工事等を４７，８７４千円、マンホールポンプ場

更新工事を４，６４２千円で実施した。 

 

  ウ 収支の状況 

令和６年度の事業収益は、営業収益１２２，４４３千円（対前年度比２，７１

７千円、２．３％増）、営業外収益３３６，２４０千円（対前年度比１１，４２

４千円、３．３％減）の計４５８，６８３千円（対前年度比８，７０６千円、１．

９％減）であった。 

なお、下水道使用料は、公共下水道７９，４９５千円、農集排１３，８２３千

円、合計９３，３１８千円、下水道事業収益の２０．３％を占めた。 

費用については、営業費用４０１，０７０千円、営業外費用４６，０８５千円

の計４４７，１５５千円（対前年度比４，４５８千円、１．０％減）であった。 

以上の結果、当年度の純利益は、１１，５２８千円（対前年度比４，２４９千

円、２６．９％減）の計上となった。 

資本的収支については、総収入は４１２，９６４千円、総支出は５５２，９４

８千円（うち仮払消費税１６，９６３千円）で、収支不足額１３９，９８４千円

は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額９，５００千円、過年度分

損益勘定留保資金４１，７０９千円、当年度分損益勘定留保資金８８，７７５千

円で補塡した。 

なお、事業収支の状況、経営分析等は、表１１から表１５のとおりである。 

 

○事業収入に関する事項                          表 １１ 

 

 

 

 

 

 

 

  

増　　減 増減率（％）

営 業 収 益 119,725,935 122,443,360 2,717,425 2.3

営 業 外 収 益 347,663,745 336,240,016 △ 11,423,729 △ 3.3

収 益 合 計 467,389,680 458,683,376 △ 8,706,304 △ 1.9

（単位：円）
比　　　　　較

令和５年度 令和６年度
　　　　　　年度
項目
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○事業費に関する事項                           表 １２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇供給単価及び処理原価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○１㎥当たり処理原価の内訳（合算）                    表 １３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【公共下水道】

下 水 道 使 用 料 79,494,575 円

有　収　水　量 487,101 ㎥

【農集排】

下 水 道 使 用 料 13,823,385 円

有　収　水　量 89,475 ㎥

【公共下水道】

処 理 費 用 73,938,896 円

有　収　水　量 487,101 ㎥

【農集排】

処 理 費 用 25,966,639 円

有　収　水　量 89,475 ㎥
1㎥当たり処理原価＝ = 290円21銭

1㎥当たり処理原価＝ = 151円79銭

1㎥当たり供給単価＝ = 163円20銭

1㎥当たり供給単価＝ = 154円49銭

金額 構成比 金額 構成比 増減 増減率

職 員 給 与 費 40円22銭 24.6% 40円89銭 23.6% 0円67銭 1.7%

管 き ょ 費 18円15銭 11.1% 23円74銭 13.7% 5円59銭 30.8%

処 理 場 費 86円49銭 52.9% 92円18銭 53.2% 5円69銭 6.6%

普 及 指 導 費 0円49銭 0.3% 1円4銭 0.6% 0円55銭 112.2%

総 係 費
（職員給与費除く）

18円15銭 11.1% 15円42銭 8.9% △2円73銭 △ 15.0%

合 計 163円50銭 100.0% 173円27銭 100.0% 9円77銭 6.0%

比　　　　　較　　　　　    　年度
項目

令和５年度 令和６年度

増　　減 増減率（％）

営 業 費 用 400,736,262 401,070,490 334,228 0.1

営 業 外 費 用 50,876,774 46,084,863 △ 4,791,911 △ 9.4

費 用 合 計 451,613,036 447,155,353 △ 4,457,683 △ 1.0

当 年 度 損 益 15,776,644 11,528,023 △ 4,248,621 △ 26.9

　　　　　　年度
項目

（単位：円）
比　　　　　較

令和５年度 令和６年度
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○経営指標の推移                             表 １４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○企業債の概要                            表 １５ 

 

 

 

 

 

【意見】 

① 農業集落排水事業区域での人口減が続いており、使用料収入増が見込めず、将

来的に施設維持が負担となることが想定されることから、下水道事業全体の施設

の長寿命化やランニングコストの抑制、適正規模を検討する等、人口減に対応す

る運営を継続していただきたい。 

 

② 雨水排水施設整備事業では、西地区市街地の浸水被害を軽減するために排水路

の整備を行った。令和７年度当初は補助金の配分額が減少となったが、国県と協

議しながら予算の確保に努め、今後も着実に推進していただきたい。 

 

 

（公共下水道）

同 規 模

団体指標

（単位：％）

　　　　　　　　　　　　　　　　年　度
項　目

令和４年度 令和５年度 令和６年度

経常収
支比率

営業収益＋営業外収益
×100

経　費
回収率

使用料収入
×100

汚水処理費

102.37 103.22 102.17 107.04
営業費用＋営業外費用

83.96 83.55 96.67 75.41

※同規模団体指標の数値は、令和５年度決算経営比較分析表による類似団体平均値（処理人口
３万人未満、処理区域内人口密度２５人/ｈａ未満、供用開始後年数１５年以上３０年未満）

有形固定資産

減価償却率

有形固定資産減価償却累計額

×100 13.66 16.30 18.84 23.37有形固定資産のうち

償却対象資産の帳簿原価

（農集排）

同 規 模

団体指標

※同規模団体指標の数値は、令和５年度決算経営比較分析表による類似団体平均値（供用開始
後年数１５年以上３０年未満）

15.10 17.77 19.92 25.46
有形固定資産

減価償却率

有形固定資産減価償却累計額

×100有形固定資産のうち

償却対象資産の帳簿原価

64.61 66.58 51.64 52.05
経　費
回収率

使用料収入
×100

汚水処理費

102.06 104.27 103.64 106.35
経常収
支比率

営業収益＋営業外収益
×100

営業費用＋営業外費用

（単位：％）

　　　　　　　　　　　　　　　　年　度
項　目

令和４年度 令和５年度 令和６年度

（単位：円）

前年度末残高 本年度借入高 本年度償還高 本年度末残高

3,315,678,726 199,640,000 366,351,185 3,148,967,541
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（３）国民健康保険病院事業会計 

○総括事項 

業務予定量を入院患者１日平均８９人（対前年度比１人増）、外来患者１日平

均１８０人（対前年度比２０人減）とし、入院３６５日、外来２４３日、救急外

来３６５日の診療を実施した。 

 診療体制については、内科、整形外科、眼科は週５日、泌尿器科及び皮膚科は

週２日、神経内科（３月休診）、循環器内科及び耳鼻咽喉科は週１日を確保した。 

訪問診察については、２４３日、６２５件（対前年度比１６件減）の診察を行

った。 

    また、休日当番については、一次診療を６回、二次の病院群輪番制の整形外科、

外科を合わせて５回担当した。 

 

ア 患者数の動向 

表１６のとおり、入院患者数は、年間延べ３２，３５１人（対前年度比延べ２

７人、０．１％増）で、１日平均８８．６人（対前年度比０．３人増）となり、

業務予定量を０．４人下回る結果となった。 

外来患者数は、年間延べ４３，０４５人（対前年度延べ５，８７９人、１２．

０％減）で、１日平均１７７．１人（対前年度比２４．２人減）となり、業務予

定量を２．９人下回る結果となった。また、救急外来で取り扱った患者数は延べ

５１２人（対前年度比５８３人、５３．２％減）となった。 

なお、町内の患者の占める割合は、入院については２１，０９５人、６５．

２％（対前年度比１，４６８人、６．５％減）、外来では３２，６９２人、７５．

９％（対前年度比４，５４６人、１２．２％減）であった。 

病床利用率は、年平均８９．５％で、対前年度比０．３ポイント増となってい

る。 

 

○年間患者数                               表 １６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　　

32,324 22,563 69.8

32,351 21,095 65.2

増　   減 27 △ 1,468

増減率(%) 0.1 △ 6.5

48,924 37,238 76.1

43,045 32,692 75.9

増　   減 △ 5,879 △ 4,546

増減率(%) △ 12.0 △ 12.2

81,248 59,801 73.6

75,396 53,787 71.3

増　   減 △ 5,852 △ 6,014

増減率(%) △ 7.2 △ 10.1

合計

比　較

令和５年度

令和６年度

外来

比　較

（単位：人）

令和５年度

令和６年度

令和５年度

令和６年度

町内患者の
割合   (%)

　　　　　　　　　　年度
項目

年間患者数 町内患者数

入院

比　較
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イ 収益的収入及び支出 

病院事業収益については、医業収益のうち、入院収益は８６１，２４３千円

（対前年度比２，８７４千円、０．３％増）、外来収益は５９２，１８７千円

（対前年度比７２，０７６千円、１０．９％減）となり、医業収益合計では、１，

６７２，４０９千円（対前年度比５０，３５４千円、２．９％減）となった。 

医業外収益については、３２８，３２１千円（対前年度比４４，７２５千円、

１２．０％減）で、そのうち、補助金、負担金及び交付金が２３１，４２９千円

となり、昨年度より３３，９４４千円減少している。 

この結果、病院事業収益全体では２，０００，７３０千円となり、前年度と比

較して９５，０７９千円（４．５％）の減となった。 

病院事業費用については、医業費用１，９１３，０９８千円（対前年度比２３，

４１０千円、１．２％減）、医業外費用は７９，５０２千円（対前年度比８，０

１４千円、９．２％減）、特別損失として６０１千円を計上し、病院事業費用合

計では１，９９３，２０１千円、前年度と比較して９４，７２４千円（４．５％）

の減となった。 

これにより、７，５２９千円（前年度７，８８４千円の純利益）の当年度純利

益を計上し、前年度繰越欠損金１，５６７，９６９千円と合わせて、当年度未処

理欠損金１，５６０，４４０千円を翌年度に繰り越した。 

 

ウ 資本的収入及び支出 

資本的収入については、企業債８２，６００千円、他会計補助金２９，５２４

千円、他会計負担金５２，１６５千円の計１６４，２８９千円となった。 

資本的支出については、建設改良費１２１，３１５千円（うち仮払消費税１１，

０２９千円）、償還金９０，９４９千円の計２１２，２６４千円となった。 

建設改良については、工事として、マルチエアコン設備工事３０，９１０千円、

深井戸濾過機更新工事１７，７８７千円、吸引配管増設工事３，０２５千円を行

った。器械備品として医療画像情報管理システム２９，５２４千円、遠隔連続モ

ニタリング装置１５，２９０千円、医用テレメーター７，４８０千円、一包化錠

剤仕分装置６，４３５千円などを整備した。 

なお、当年度末の企業債未償還金残高は、６２０，１９０千円（対前年度比８，

３４９千円減）となっている。 
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○事業収益・費用に関する事項                       表 １７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 エ 従事職員体制 

診療体制については、表１８のとおり、前記総括事項で述べた診療科目に常勤

医師４人(対前年度比６人減)であった。 

看護部門については、看護師５７人、保健師１人、准看護師１人、介護福祉士

１人の計６０人（対前年度比増減なし）であった。 

技術部門については、薬剤師４人、放射線技師３人、検査技師３人、理学療法

士５人、作業療法士４人、言語聴覚士１人、管理栄養士２人の計２２人（対前年

度比１人増）であった。 

事務部門については１３人（対前年度２人増）で、総数９９人（対前年度比３

人減）で病院会計事業を行った。 

 また、会計年度任用職員は、６２人であった。 

 

○従事職員の推移                             表 １８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

増　　減 増減率（％）

2,095,808,816 2,000,730,260 △ 95,078,556 △ 4.5

1,722,763,636 1,672,409,614 △ 50,354,022 △ 2.9

373,045,180 328,320,646 △ 44,724,534 △ 12.0

増　　減 増減率（％）

2,087,925,089 1,993,201,115 △ 94,723,974 △ 4.5

1,936,508,100 1,913,098,511 △ 23,409,589 △ 1.2

87,516,119 79,501,796 △ 8,014,323 △ 9.2

63,900,870 600,808 △ 63,300,062 △ 99.1

1,105,809,281 1,134,967,848 29,158,567 2.6

7,883,727 7,529,145

病 院 事業 費用

令和５年度 令和６年度

令和５年度 令和６年度

医業外収益

　　　　年度　

医 業 収 益

病 院 事業 収益

当 年 度 損 益

医 業 費 用

医業外費用

特 別 損 失

うち給与費（再掲）

項目　　　　　　　　　　

（単位：円）
比　　　　　較

　　　　年度　
項目　　　　　　　　　　

（単位：円）
比　　　　　較

(単位：人）

　　　　 年度
職種

令和４年度 令和５年度 令和６年度 前年度比較

医 師 9 10 4 △ 6

看 護 部 門 65 60 60 0

技 術 部 門 20 21 22 1

事 務 部 門 11 11 13 2

合 計 105 102 99 △ 3

各年度末
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 オ 経営分析等 

経営分析の推移については、表１９のとおりである。 

 経常的な収益で経常的な費用をどの程度賄えているかを表す重要な指標の一つ

である経常収支比率は、令和４年度から２か年度連続で減となり、令和６年度は

かろうじて１００％を超えた(１００％未満の場合は、収益的収支が均衡しておら

ず、赤字状態である。)。また、医業収益（一般会計からの繰入金等を含む）で人

件費等の医業費用をどの程度賄えているかを表す医業収支比率、医業収益（一般

会計からの繰入金等を除く）で同じく医業費用をどの程度賄えているかを表す修

正医業収支比率は、それぞれ８７．４％、８１．６％となり、前年度より更に厳

しい結果となった。 

短期的な支払い能力を測る指標である流動比率は６９．１％であり、望ましい

と言われる１２０％から１４０％を大きく下回っていることから、依然として短

期的な支払能力が低下している状態であることが伺える。また、不良債務額が医

業収益の何％であるかを示す不良債務比率は、５．６％で高くはないが継続して

出現している。 

累積欠損金比率については、各事業年度において発生した損失額を未処理欠損

金として振り替えたもののうち、繰越利益剰余金等で補塡できなかったものの累

積された赤字であり、累積の欠損金自体は減額したが、医業収益も減額となった

ことから比率は前年度よりもわずかに悪化している。 

 

○経営分析の推移                           表 １９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経常収支比率 （％） 104.5 103.5 100.4

100.4 103.2 101.5

医業収支比率 （％） 84.3 89.0 87.4

94.1 89.4 89.5

修正医業収支比率 （％） 80.5 84.5 81.6
90.4 84.9 85.1

流動比率 （％） 64.9 70.2 69.1

不良債務比率 （％） 9.2 5.9 5.6

累積欠損金比率 （％） 99.1 91.0 93.3

医師１人１日当たりの診療収入 （円） 334,153 348,599 376,731

看護師１人１日当たりの診療収入 （円） 41,315 48,711 46,302

入院患者１人１日当たりの診療収入 （円） 25,607 26,555 26,622

外来患者１人１日当たりの診療収入 （円） 14,931 13,577 13,757

医師１人１日当たりの患者数 （人） 17.4 18.9 19.5

看護師１人１日当たりの患者数 （人） 2.2 2.6 2.4

病床利用率 （％） 65.8 89.2 89.5
83.5 88.9 89.9

外来対入院患者比率 （％） 151.8 151.4 133.1

職員給与費対医業収益比率 （％） 69.4 64.2 67.9
62.3 62.9 63.3

薬品費対医業収益比率 （％） 21.8 20.6 19.2
20.4 20.0 20.1

病院改革プラン目標値

病院改革プラン目標値

病院改革プラン目標値

病院改革プラン目標値

高い程よい

低い程よい

数値は関連
させて検討
する必要あ
り

高い程よい

病院改革プラン目標値

病院改革プラン目標値

低い程よい

    　　　　                 年度
項目

備　考令和５年度 令和６年度令和４年度
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経費については、表２０のとおりであるが、前年度と比較して、増減率では消

耗備品費が１０９．７％と増加、修繕費が３９．６％、諸会費３２．３％と減少

している。また、増加額で見ると、賃借料が２，７７５千円（１１．６％）、委

託料が５０４千円（０．３％）の増額となっている。 

 

○経費の前年度対比                            表 ２０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  カ 補助金、負担金 

収益的収入における補助金、負担金については、総務省の繰出基準に基づく一

般会計負担金２４８，６１３千円、一般会計補助金９１，２３１千円及び国県補

助金等３，３５４千円で、総額３４３，１９８千円（対前年度８，９３５千円減）

の交付を受け、病院事業収益に占める割合は１７．２％（前年度１６．８％）で

あった。 

資本的収入における補助金、負担金については、国保特別調整交付金２９，５

２４千円、総務省の繰出基準に基づく一般会計負担金５２，１６５千円で、総額

８１，６８９千円（対前年度２，２７７千円減）の交付を受けた。 

なお、収益的収入及び資本的収入に係る補助金、負担金の状況は、表２１のと

おりである。 

  

（単位:円）

289,630,886 279,200,133 △ 10,430,753 △ 3.6

厚 生 福 利 費 1,730,397 1,379,205 △ 351,192 △ 20.3

旅 費 交 通 費 2,422,784 2,564,891 142,107 5.9

職 員 被 服 費 348,410 244,680 △ 103,730 △ 29.8

消 耗 品 費 12,649,945 11,270,478 △ 1,379,467 △ 10.9

消 耗 備 品 費 329,000 690,000 361,000 109.7

光 熱 水 費 45,895,939 45,211,652 △ 684,287 △ 1.5

燃 料 費 21,638,042 17,024,153 △ 4,613,889 △ 21.3

食 料 費 168,721 156,269 △ 12,452 △ 7.4

印 刷 製 本 費 546,260 516,220 △ 30,040 △ 5.5

修 繕 費 13,477,098 8,143,873 △ 5,333,225 △ 39.6

保 険 料 2,137,336 2,137,136 △ 200 0.0

賃 借 料 23,940,952 26,715,564 2,774,612 11.6

通 信 運 搬 費 1,779,889 1,819,746 39,857 2.2

委 託 料 153,886,259 154,390,233 503,974 0.3

諸 会 費 4,459,453 3,019,736 △ 1,439,717 △ 32.3

交 際 費 99,858 92,088 △ 7,770 △ 7.8

雑 費 4,120,543 3,824,209 △ 296,334 △ 7.2

令和５年度 比較増減 増減率（％）

内訳

経　　　　　　　費

　　　　　　　年度
項目

令和６年度
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○補助金、負担金                             表 ２１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  キ 貯蔵品及び備品                   

貯蔵品については、表２２のとおりで、適正な在庫管理が行われている。 

         表 ２２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各種医療用機器は、定期的な保守点検等によって管理運用がなされ、車両と共

に減価償却において定額法に従って整理の上、適切に処理されている。 

 

（単位:千円）

医業
収益

25,009 28.8

△ 33,864 △ 26.4

一般会計補助金 33,837 59.0

病院群輪番制補助金 1,635

休日診療運営費補助金 647

物価高騰対策補助金 317

勤務環境改善支援補助金 500

臨床研修費補助金 255

△ 80 △ 0.1

一般会計負担金 △ 80 △ 0.1

△ 33,944 △ 12.8

他会計補助金 △ 10,476 △ 26.2

8,199 18.6

△ 2,277 △ 2.7

△ 11,212 △ 2.6

小　　　計 83,966 81,689

合　　　計 436,099 424,887

他会計負担金 43,966 52,165 一般会計負担金

○資本的収入

40,000 29,524 国保特別調整交付金

△ 95.3

負担金交付金 136,844

小　　　計 231,429

△ 67,701

○収益的収入

一般会計負担金 86,760 111,769 救急医療及び保健衛生行政

医
業
外
収
益

補助金 128,449 94,585

136,924

136,924

265,373

136,844

57,394 91,231

その他の補助金 71,055 3,354

　　　　　　　　　年度
項目

令和５年度 令和６年度 比較増減
増減率
（％）

（単位：円）

項　　　　　　目 金　　　　額

令 和 ６ 年 ４ 月 １ 日 期 首 在 庫 額 12,000,649

年 度 内 購 入 額 366,602,853

年 度 内 費 用 額 369,167,323

年 度 内 資 産 減 耗 額 1,057,524

令 和 ７ 年 ３ 月 ３ １ 日 期 末 在 庫 額 8,378,655
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【意 見】 

① 医師不足は、本町に限らず多くの地域での課題であり、本町国保病院の内科常

勤医師については、令和６年６月以降は令和６年３月と比較して２名の減員とな

っているが、将来の医師確保策として、研修医等の積極的な受け入れを行ってい

る。 

今後も県や東北大、東北医科薬科大、大崎市民病院などの関係機関への要請を

行い、また連携を通じて引き続き医師確保に努めていただきたい。 

 

② 国のガイドラインにより、個々の公立病院が策定することが示され、本町にお

いても策定された涌谷町国民健康保険病院強化プランは、計画初年度の令和６年

度が終了して半年経ったところである。本町国民健康保険病院が地域の中で明確

化・最適化した役割・機能を発揮し続けることができるようにするために、示さ

れた六つの強化プランに従い、毎年度その実施状況について評価・検証を行い、

数値目標等の達成に向って努力していただきたい。 

 

③ 一時借入金は、令和６年度末では強化プラン等の計画どおり縮小したが、これ

で気を抜かず、更なる縮小を目指して努力されることを望むとともに、一時借入

金は年度末には解消されているのが原則ということを考慮し、資金繰りの方法と

しての一時借入金解消のための方策協議及び方針決定を事業管理者及び設置者に

望む。 

  

 

（４）老人保健施設事業会計 

  ○総括事項 

    業務予定量を１日平均入所者７６人（対前年度同比３人増）、通所者について

は、介護給付２２．２人（対前年度比５．８人減）及び予防給付４．６人（対前

年度比３．４人減）の計２６．８人（対前年度比９．２人減）、居宅については、

年間延べ利用者９９６人（対前年度比２４人増）、入所３６５日、通所３１１日、

居宅２４３日として事業運営を行った。 

ア 利用者の動向 

   入所利用者数は、年間延べ２５，９１９人（対前年度比６６１人、２．５％

減）、１日平均７１人（対前年度比１．６人減）で、業務予定量を５人下回る結

果となった。 

通所利用者は、年間延べ８，１２３人（対前年度比３１６人、３．７％減）、

１日平均２６．１人（対前年度比１．６人減）で、業務の予定量を０．７人下回

る結果となった。 

    なお、町内の入所者は、２１，１０５人で全体の８１・４％（昨年度７９．

９％）を占め、通所者は７，１９１人、８８．５％（昨年度９０．６％）であっ

た。 

    居宅利用者数は、年間延べ１，０４９人（対前年度比７３人、７．５％増）で

業務の予定量を５３人上回った。 
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入所者のベッド利用率は、８８．８％で、前年度より２．０ポイントの減とな

った。年間利用者の数値は、表２３のとおりである。 

 

○年間利用者数                              表 ２３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 収益的収入及び支出 

    収益については、事業収益４７９，０７８千円（対前年度比６，６１２千円、

１．４％増）（うち入所収益３７４，５９１千円、通所収益８９，４８０千円、

居宅収益１０，６９０千円、その他事業収益４，３１７千円）、事業外収益１２

３，０１３千円（対前年度比３０，１６９千円、３２．５％増）、計６０２，０

９１千円（対前年度比３６，７８２千円、６．５％増）で、費用については、事

業費用５９３，６０８千円（対前年度比４６，７８４千円、８．６％増）、事業

外費用１，１８７千円（対前年度比１，３９０千円、５４．０％減）、特別損失

３４４千円(対前年度比、２７，１５２千円、９８．７％減)、計５９５，１３９

千円（対前年度比１８，２４３千円、３．２％増）となり、収支で６，９５２千

円の純利益（前年度１１，５８７千円の純損失）の計上となった。 

この結果、前年度繰越欠損金２８２，３４６千円と合わせて、当年度未処理欠

損金２７５，３９４千円を翌年度に繰り越した。 

 

 

　　

26,580 21,240 79.9

25,919 21,105 81.4

増　減 △ 661 △ 135

増加率(%) △ 2.5 △ 0.6

8,439 7,644 90.6

8,123 7,191 88.5

増　減 △ 316 △ 453

増加率(%) △ 3.7 △ 5.9

976

1,049

増　減 73

増加率(%) 7.5

35,995 28,884 80.2

35,091 28,296 80.6

増　減 △ 904 △ 588

増加率(%) △ 2.5 △ 2.0

（単位：人）

令和５年度

令和６年度

令和５年度

令和６年度

町内利用者の
占める割合(%)

　　　　　　　　　　項目
年度

年間利用者数 町内利用者数

入所

比　較

合計

比　較

令和５年度

令和６年度

通所

比　較

居宅

令和５年度

令和６年度

比　較
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○事業収益・費用に関する事項                       表 ２４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 資本的収入及び支出 

資本的収入については、一般会計からの出資金は２４，６２７千円となり、資

本的支出については、スチームコンベクションオーブン等の購入として建設改良

費３，８８３千円、償還金３６，３８６千円の計４０，２６９千円となった。 

 

エ 従事職員体制 

職員体制については、専任として看護師１２人、准看護師１人、理学療法士３

人、作業療法士３人、管理栄養士１人、介護福祉士１３人、事務２人の計３５人

（対前年度比１人減）で、その他フルタイム会計年度任用職員１９人及びパート

タイム会計年度任用職員１４人の計６８人（対前年度比１人増）で業務に当たっ

た。  

 

 オ 経営分析等 

 経営分析の推移については、表２５のとおりである。 

経常収支比率、累積欠損金比率の数値が前年度よりも好転しているが、運転資

金不足による一般会計からの繰入金の増額によるものである。事業収支比率が悪

増　　減 増減率（％）

565,308,704 602,090,568 36,781,864 6.5

472,465,940 479,078,226 6,612,286 1.4

92,842,764 123,012,342 30,169,578 －

増　　減 増減率（％）

576,896,208 595,138,396 18,242,188 3.2

546,823,489 593,607,640 46,784,151 8.6

2,577,229 1,186,756 △ 1,390,473 △ 54.0

27,495,490 344,000 △ 27,151,490 △ 98.7

377,198,688 414,540,031 37,341,343 9.9

△ 11,587,504 6,952,172

　　       　　年度　

項目　　　　　　　　　　

事 業 収 益

項目　　　　　　　　　　

うち給与費（再掲）

当 年 度 損 益

事 業 外 費 用

特 別 損 失

　     　 　　年度　

事 業 費 用

令和５年度 令和６年度

収 益

費 用

比　　　　　較

比　　　　　較

（単位：円）

（単位：円）

事 業 外 収 益

令和５年度 令和６年度
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化しているのは、入所通所ともに利用者が減少していることに加え、人事院勧告

による職員給与増の影響が大きいと思われる。 

流動比率については、分子となる流動資産合計が小さくなっているが、分母に

おいて老健建設時の企業債の償還が終了したことと、一般会計からの繰入金の増

額により一時借入金が大きく減額し、ゼロになったことが好転した理由である。 

 

○経営分析                                   表 ２５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

経常収支比率 （％） 89.1 98.0 101.2

事業収支比率 （％） 85.5 86.4 80.7

流動比率 （％） 90.1 96.5 184.3

累積欠損金比率 （％） 60.2 59.8 57.5 低い程よい

入所１人当たり平均単価 （円） 13,599 13,795 14,452

通所１人当たり平均単価 （円） 10,768 11,010 11,016

看護師・介護員１人１日当たり入所介護収入 （円） 36,203 37,722 38,626

看護師・介護員１人１日当たり通所介護収入 （円） 28,488 31,656 28,325

看護師・介護員１人１日当たり入所者数 （人） 2.7 2.7 2.7

看護師・介護員１人１日当たり通所者数 （人） 2.6 2.9 2.6

ベット利用率 （％） 86.4 90.8 88.8 高い程よい

職員給与費対事業収益比率 （％） 76.6 77.1 83.3

介護用品（医薬品・医療用消耗品・お
むつ代）対事業収益比率

（％） 3.0 2.9 2.9

数値は関連
させて検討
する必要あ
り

低い程よい

令和５年度 備　考

高い程よい

令和６年度令和４年度
    　　　　　　　                  年度
項目
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 経費の前年度対比は、表２６のとおりであるが、経費総額１１８，３３６千円

で、光熱水費、委託料等の増額があり、対前年度比８，４７２千円、７．７％増と

なった。総事業費に占める割合は、１９．９％（前年度１９．０％）で、０．９ポ

イントの増となった。 

 

○経費の前年度対比                            表 ２６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【意 見】 

令和６年度に検討された涌谷町高齢者介護医療サービス体系化プロジェクト報告

書には、現在の医療・介護を取り巻く社会情勢から本町を含めた地域の課題、そし

て本町の医療・介護資源の現状・課題がまとめられた。 

その中では、本町の老人保健施設の問題点の多くを網羅されたものだと思われる

が、新たな涌谷町在宅医療介護体制の推進プロジェクトを実施しながら、本町の老

人保健施設のあるべき姿に向かい、改善策を一つ一つ推進していただくことを願う。 

 

  

（単位:円）

109,864,182 118,336,309 8,472,127 7.7

厚 生 福 利 費 807,910 693,700 △ 114,210 △ 14.1

報 償 費 0 0 0 -

職 員 被 服 費 138,386 251,855 113,469 82.0

消 耗 品 費 4,557,826 4,341,943 △ 215,883 △ 4.7

消 耗 備 品 費 56,100 0 △ 56,100 皆減

光 熱 水 費 15,574,780 17,375,533 1,800,753 11.6

燃 料 費 11,041,167 10,769,629 △ 271,538 △ 2.5

食 料 費 3,501 0 △ 3,501 皆減

印 刷 製 本 費 98,780 129,470 30,690 31.1

修 繕 費 3,692,485 4,895,037 1,202,552 32.6

保 険 料 673,926 642,726 △ 31,200 △ 4.6

賃 借 料 18,519,073 17,968,379 △ 550,694 △ 3.0

通 信 運 搬 費 559,931 647,700 87,769 15.7

委 託 料 50,933,863 57,191,110 6,257,247 12.3

諸 会 費 150,000 150,000 0 0.0

雑 費 3,056,454 3,279,227 222,773 7.3

令和５年度 比較増減 増減率（％）

内訳

経　　　　　　　費

　　　　　　　 年度
項目

令和６年度
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（５）訪問看護ステーション事業会計 

○総括事項 

業務予定量は、１日平均利用者数を平日２７．５人（対前年度同比２．５人減）

土曜１人（対前年度同比１人減）とし、訪問看護２９５日（平日２４３日、土曜

５２日）、訪問リハビリ２４３日を実施した。また、２４時間緊急連絡体制を継

続実施した。 

 

ア 利用者の動向 

訪問看護ステーションの利用状況については、表２７のとおりであるが、訪問

看護は、年間延べ３，７２６人（平日３，６７６人、土曜５０人、対前年度比３

９９人、９．７％減）１日平均１２．５人（平日１４．９人、土曜日１．０人、

対前年度比１．４人減）で、訪問リハビリについては、年間延べ３，１９８人

（対前年度比２８人、０．９％増）、１日平均１２．９人（対前年度比０．１人

減）で、合計延べ６，９２４人（対前年度比３７１人、５．１％減）となり、１

日平均業務予定量を平日は０．３人上回り、土曜日は予定量通りとなった。 

 

○訪問看護ステーション保険別利用状況                   表 ２７ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 収益的収入及び支出 

収益的収入については、事業収益及び事業外収益で５３，７３８千円（対前年

度比６，６９１千円、１１．１％減）、収益的支出については、事業費用６５，

６６６千円（対前年度比１，７０３千円、２．７％増）で、主たる費用は給与費

５９，３８０千円（前年度５７，５２２千円）であり、費用全体の９０．４％

（前年度８９．９）を占めている。 

その結果、当年度純損失１１，９２８千円（前年度純損失３，５３４千円）の

計上となった。 

前年度繰越利益剰余金７８，９９３千円と合わせて、当年度未処分利益剰余金

は６７，０６５千円となり、翌年度へ繰り越した。 

事業収益、費用については、表２８のとおりである。 

 

令和５年度 令和６年度 増　　減 増減率(%)

訪　問　看　護 2,805 3,069 264 9.4

リ　ハ　ビ　リ 2,364 2,530 166 7.0

訪　問　看　護 1,320 657 △ 663 △ 50.2

リ　ハ　ビ　リ 806 668 △ 138 △ 17.1

4,125 3,726 △ 399 △ 9.7

3,170 3,198 28 0.9

7,295 6,924 △ 371 △ 5.1合　　　　計

保　　険　　別

介護保険

医療保険

（単位：人）

対前年度比較

訪　　問　　看　　護　計

リ　　ハ　　ビ　　リ　計

訪問延人数
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○事業収益・費用に関する事項                       表 ２８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ウ 従事職員体制 

従事職員は、看護師５人、理学療法士１人、作業療法士２人の計８人、その他

フルタイム会計年度任用職員 1 人の計９人（対前年度比１人増）で業務に従事し

た。 

 

 エ 経営分析等 

 経営分析の推移については、表２９のとおりである。令和６年度は経常収支比

率、事業収支比率、流動比率全てで前年度を下回った。 

 

○経営分析                                 表 ２９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経常収支比率 （％） 94.5 81.8

事業収支比率 （％） 94.5 81.1

流動比率 （％） 642.4 384.8

職員１人１日当たり事業収入 （円） 39,059 29,771

利用者１人１日当たり事業収入 （円） 8,283 7,692

看護職員１人１日当たり利用者数 （人） 5.1 3.6

リハ職員１人１日当たり利用者数 （人） 4.3 4.3

    　　　　　　　           年度
項目

備　考

高い程よい

令和５年度 令和６年度

増　　減 増減率（％）

60,428,692 53,737,802 △ 6,690,890 △ 11.1

60,423,603 53,259,948 △ 7,163,655 △ 11.9

5,089 477,854 472,765 9,289.9

0 0 0 －

増　　減 増減率（％）

63,962,585 65,665,779 1,703,194 2.7

63,962,585 65,665,779 1,703,194 2.7

57,522,352 59,380,217 1,857,865 3.2

△ 3,533,893 △ 11,927,977

　　　　年度　

項目　　　　　　　　　　

事 業 収 益

比　　　　　較

（単位：円）

収 益

令和５年度 令和６年度

事 業 外 収 益

特 別 利 益

　　　　年度　

項目　　　　　　　　　　

比　　　　　較
令和５年度 令和６年度

費 用

（単位：円）

当 年 度 損 益

事 業 費 用

うち給与費（再掲）
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【意 見】 

本会計については、サービス利用者数の減少と人件費の増額が経営悪化の主な要

因であると思われるが、サービスの質の確保と人件費のバランスを保つことが求め

られる事業であることから、人材育成も含め、人事ローテーションなど、人材確保

の仕組みとともに、規模も含めた見直しの検討が必要と思われる。 

 

 


